
「
岡
目
一
目
」

　

あ
の
有
名
な
戦
場
カ
メ
ラ
マ

ン
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
が

撮
っ
た
「
崩
れ
落
ち
る
兵
士
」

は
ヤ
ラ
セ
の
に
せ
物
だ
っ
た
と

い
う
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
弾
に

当
た
っ
て
手
を
広
げ
て
倒
れ
る

共
和
国
軍
兵
士
。
キ
ャ
パ
の
代

表
作
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
写
真
の
い

く
つ
か
の
謎
を
作
家
の
沢
木
耕

太
郎
が
解
い
て
い
る
。
沢
木
に

よ
る
と
、
こ
の
写
真
は
キ
ャ
パ

が
恋
人
ゲ
ル
ダ
と
二
人
で
、
共

和
国
軍
兵
士
達
を
使
っ
て
ヤ
ラ

せ
た
も
の
。
敵
の
い
な
い
ヤ
ラ

セ
の
突
撃
の
中
で
、
足
を
滑
ら

せ
て
倒
れ
た
兵
士
を
二
人
が

撮
っ
た
内
の
一
枚
だ
と
い
う
。

　

沢
木
は
実
に
し
つ
こ
く
関
連

の
土
地
を
回
っ
て
、
綿
密
な
調

査
で
追
っ
て
行
く
。
こ
れ
こ
そ

が
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ア
賞
も
の
だ

と
思
う
。
文
春
一
月
号
「
キ
ャ

パ
の
十
字
架
」。

　
「
事
実
」
と
「
真
実
」
と
い

う
こ
と
を
思
う
。
キ
ャ
パ
は
事

実
で
ウ
ソ
を
つ
い
た
が
、
戦
争

の
真
実
に
迫
ろ
う
と
し
て
や
が

て
戦
場
で
死
ぬ
。

　

筆
者
も
ア
ラ
ブ
、
ア
フ
リ

カ
、
天
安
門
な
ど
で
若
干
の
戦

場
体
験
が
あ
る
。
し
か
し
ウ
ソ

の
な
い
事
実
は
た
く
さ
ん
伝
え

た
が
、
戦
争
の
真
実
に
迫
っ
た

と
言
い
切
れ
る
自
信
は
な
く
、

ま
だ
生
き
て
い
る
。
戦
争
は
い

つ
も
ど
こ
か
で
あ
り
続
け
て
い

る
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
学
者
の
作
品
を
市
民
の
皆
様

に
紹
介
し
な
が
ら
、
高
山
市
の
文

学
・
芸
術
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
企
画
展
を
毎
年
開
催
し

［
江
馬
　
修
（
え
ま
　
な
か
し
）］

　
明
治
二
十
二
年
高
山
生
ま
れ
。

地
役
人
江
馬
弥
平
の
四
男
。
田
山

花か
た
い袋
に
学
び
、大
正
五
年
長
編「
受

難
者
」が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

　
関
東
大
震
災
後
、
人
道
主
義
か

ら
社
会
主
義
に
移
り
、「
戦
旗
」

に
作
品
を
発
表
。
後
に
高
山
に
戻

り
、
長
編
歴
史
小
説
「
山
の
民
」

の
完
成
に
力
を
注
い
だ
。
昭
和

五
十
年
没
。
享
年
八
十
五
歳
。

『
山
の
民
』
概
略

　
明
治
維
新
に
揺
れ
る
日
本
、
飛

騨
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
新
政
府
よ
り
派
遣
さ
れ
た
若
き

県
知
事
・
梅
村
速
水
の
急
進
的
な

改
革
と
、
飛
騨
高
山
の
風
習
や
伝

統
的
制
度
と
が
対
立
す
る
。
そ
し

て
新
政
策
に
対
し
農
民
一
揆
が
勃

発
し
、梅
村
は
高
山
を
追
わ
れ
る
。

　
明
治
政
府
は
、梅
村
を
罷
免
し
、

投
獄
。
翌
年
、
未
判
決
の
ま
ま
獄

中
死
す
る
。

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、『
山
の
民
』
に
代
表

さ
れ
る
作
家
・
江
馬
修
の
作
品
及

び
原
稿
・
草
稿
を
中
心
に
、
そ
の

周
辺
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
お
誘
い
あ
わ

　

去
る
一
月
十
二
日（
土
）～
十
四
日（
月
・
祝
）に「
新
春　

飾
り
物
展
」を
開
催
し
、多
数
の
市
民
の
皆
様
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、一
般
作
品
七
十
九
点
と
、未
成
年
を
対
象
と
し

た「
ヤ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
」作
品
五
十
三
点
を
展
示
し

ま
し
た
。審
査
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●干支「巳」

●歌会始「立」

●ヤングチャレンジ部門

◇天位　「三すくみ」 星文達守（大新町2）

◇地位　「蛇の衣」　打保三千雄（上岡本町3）

◇人位　「蛇つかい」　森下勇（桐生町5）

◇飾物同好会賞
　　　　「道成寺」　三橋恵美子（川原町）

◇佳作　「目覚め」 直井真（大新町1）

　　　　「道成寺の鐘」 岡本稔（八幡町）

◇天位
　「大空に聳える東京タワースカイツリー」
　山腰末宏（花里町5）

◇地位
　「立つ鳥」 水口博武（八幡町）

◇人位
　「旅立ち」 蓑田祐三（天満町6）

◇佳作
　「立春（春のめぶき）」 土井一恵（天満町6）

　「旅立ち」 川村孝一（八幡町）

　「立春大吉」 野澤竜弥（冬頭町）

◇入賞（斐太高校）

　「蛇口」 木村眞子
　「睨まれた蛙」 今井紅樹
　「コブラ」 中居望
　「金のぬけがら」 米澤旭

◇入賞（西高校）

　「蛇」 今井裕貴
　「巳」 青木潤奈
　「シンプルな巳」 上田萌絵
　「蛇」 中川涼太

来年のテーマは干支「午」、歌会始の勅題「静」です。皆様のご応募をお待ちしております。

せ
の
上
、
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　

二
月
十
六
日
（
土
）
～

十
七
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
午
後

五
時
（
最
終
日
は

午
後
四
時
ま
で
）

◆
場
所　

高
山
市

図
書
館
『
煥
章

館
』
一
階
生
涯
学

習
ホ
ー
ル

第
18
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

「
江
馬 

修
と
そ
の
周
辺
」

新春飾り物展
２
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

平成25年




